
23  令和元年６月 広報みさと６月号　№575　22  

賃
貸
住
宅
の

退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
を
！

■
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
…

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
１
８
８
（「
１い

や

や
８
８
泣
き
寝
入
り
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。）

　

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
谷

　
　

☎
０
４
８
‐
５
２
４
‐
０
９
９
９

　

役
場
『
消
費
者
相
談
窓
口
』

　
　

☎
76
‐
５
１
３
３
（
農
林
商
工
課
内
）

【
事
例
１
】

　

８
年
間
住
ん
だ
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
し

た
。
入
居
時
の
敷
金
礼
金
は
な
し
だ
っ
た
。
先

日
、
精
算
の
書
類
が
届
き
、
天
井
と
壁
の
ク
ロ

ス
張
替
、
床
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
り
、
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
内
排
水
口
蓋
ひ
び
割
れ
交
換
な
ど
28
万
円

と
な
っ
て
い
た
。
普
通
に
暮
ら
し
て
い
た
つ
も

り
な
の
で
納
得
が
い
か
な
い
。

【
事
例
２
】

　

４
年
半
住
ん
だ
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
退
去
し

た
。
敷
金
は
２
か
月
分
を
預
け
て
い
た
。
管
理

会
社
と
退
去
時
の
立
ち
合
い
を
行
っ
た
際
、
壁

の
穴
や
ク
ロ
ス
の
破
れ
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア

の
傷
、
襖
の
穴
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
。
先
日
、

原
状
回
復
の
清
算
書
が
届
き
総
額
40
万
円
ほ
ど

請
求
さ
れ
た
。
高
額
な
の
で
納
得
が
い
か
な
い
。

ブ
ル
の
未
然
防
止
と
円
滑
な
解
決
の
た
め
、「
原
状

回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
出

し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
た
め
法
律
的

な
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通
常
使
用
に
よ
る

損
耗
な
ど
を
除
く
な
ど
、
原
状
回
復
の
考
え
方
の

参
考
に
な
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
入
退
去
時
に
は
、
家
主
や
管
理
会
社
、
仲
介
業

者
な
ど
の
家
主
側
の
立
会
い
の
下
で
汚
れ
や
破
損

な
ど
の
部
屋
の
現
状
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

際
、
確
認
し
た
内
容
を
メ
モ
に
残
し
た
り
、
修
繕

が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
写
真
を
撮
っ
た
り
、

証
拠
と
な
る
記
録
を
残
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
契
約
書
に
は
、
退
去
時
に
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
原
状
回
復
に
つ
い
て
の
特
約
が
付
い

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
契
約
内
容
、
特
に

特
約
に
つ
い
て
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
原
状
回
復
費
用
の
内
訳
を
出
し
て
も
ら
い
、
立

会
い
時
に
確
認
し
た
内
容
と
合
っ
て
い
る
か
確

認
し
、
納
得
で
き
な
い
点
は
家
主
側
に
十
分
な

説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

④
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
困
難
な
場
合
は
、
少

額
訴
訟
手
続
き
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

賃
貸
住
宅
に
入
居
時
に
収
め
る
敷
金
は
、
借
主

が
家
賃
を
滞
納
し
た
り
、
故
意
や
不
注
意
に
よ
っ

て
生
じ
た
汚
損
や
破
損
が
あ
っ
た
場
合
の
修
繕
費

用
を
差
し
引
い
て
、
借
主
に
返
還
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
賃
貸
物
件
で
は
、
退
去

時
に
高
額
な
原
状
回
復
費
用
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
、

貸
主
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ

新しい本を紹介します。ぜひご来館ください。
一 般 書

小手毬るい/著　文藝春秋

妃斗美は、カタログ会社で
働く35歳の編集者。婚約を
破棄された過去を持つ彼女
は、これからひとりで生き
ていくために、大きなもの
を買って、小さなものを拾
う。ふたつの“幸福”を手に
入れた彼女は…。

児 童 書

QR コード　

荒山徹／著　中央公論新社
『神を統べる者　－厩戸御子倭国追放篇』

　大叔父の蘇我馬子が将来の仏
教導入の切り札として期待する
厩戸御子。敏達天皇は御子の異
能を危険と判断し、密かに抹殺
すべく動き出す。敵同士である
馬子と物部守屋は協力して、後
の聖徳太子、御子を国外へ逃そ
うとするが…。

尾崎	玄一郎/作，尾崎	由紀奈/作　福音館書店

『おしいれじいさん』

佐久間博/文　汐文社

『君を変える50の名言－

谷川俊太郎、フジコ・ヘミングほか』

ある家のおしいれに、お
しいれじいさんがこっそり
住んでいます。じいさん
は、夜になると起きだし
遊びはじめます。つりざ
おを見つけたじいさんは、
さっそく使ってみることに。
ぴゅーんとふりおろすと、
はりにかかったのは…。

わずか一行の言葉で、人は癒
されたり悩みから解放された
りもする。高田敏子、谷川俊
太郎、水木しげる、フジコ・
ヘミング…。琴線に触れる、
文学界・芸術界の著名人の名
言50を紹介する。

『瞳のなかの幸福』

加藤俊徳/著　PHP研究所

『認知症をくいとめる！

１日３分「脳番地」トレーニング』

脳番地には、「思考」「伝達」「運動」「視覚」など８つの
分野があり、各所を上手に刺激すれば、脳全体も活
性化します。そのノウハウを「エクササイズ」と「生
活習慣」に分けて、イラストでわかりやすく紹介。

ノエル・ストレトフィールド/著　朽木祥/訳　金子恵/画
福音館書店

『バレエシューズ』

1930年代の英国。不思議な縁で姉妹として育てられた
３人の孤児たちは、舞台芸術学校で学びながら働き、
自分の進む道を選んでいき…。個性が際立つ三姉妹の
成長過程を、日常のできごととともに描く、児童書の
古典的名作。

齋藤孝/監修　日本図書センター

『成果をあげる力が身につく!　

こどもドラッカーのことば』

どうやって成果をあげるの? 弱みとどう向き合う? チー
ムをつくる意味って? 人生を切り開くヒントがいっぱい
のドラッカーの24のことばをこども向けに超訳。

小和田哲男/監修　株式会社G.B.

『大江戸　武士の作法』

江戸時代、名もなき武士たちはどんな家に住み、
飲み食いし、どのような規律に従って生きてい
たのか？ どんな仕事をし、どれ位の収入があっ
たのか？ 武士の暮らし、武術、仕事などの実態
を、イラストを用いて丁寧に紐解く。

風か
ぜ

に
乗の

り
桜さ

く
ら

の
花は

な

に
雪ゆ

き

が
舞ま

う

　
季き

せ
つ節
外は

ず

れ
の
冷つ

め

た
さ
し
み
る

	

有（
中
　
里
）馬

　
千
代

春
を
一
気
に
連
れ
て
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
満
ち
満
ち
て
お
り
菜
の
花
の
黄
色

	

丸（
駒
　
衣
）山

　
好
子

貸か

し
出だ

し
の
喪も

ふ
く服

の
袖そ

で

に
忘わ

す

れ
ら
れ
し

　
悲か

な

し
み
残の

こ

る
白し

ろ

き
ハ
ン
カ
チ

	

中（
沼
　
上
）里

　
合
江

雑ざ
つ
ぼ
く木

が
芽め

ぶ吹
い
た
と
学と

も友
つ
ぶ
や
き
て

　「
ウ
ン
」
と
返へ

ん
じ事
は
花は

な
み見
の
車し

ゃ
ち
ゅ
う中

	

清（
大
　
仏
）水
ミ
ヨ
子

蕗ふ
き

の
と
う
夕ゆ

う
げ餉

の
ぜ
ん
の
一い

っ
ぴ
ん品

に

　
そ
え
て
今こ

よ
い宵
は
春し

ゅ
ん
さ
い
て
い
し
ょ
く

菜
定
食須（

北
阿
那
志
）

賀
　
茂
子

曇ど
ん
て
ん天

に
春は

る

告つ

げ
鳥ど

り

の
初は

つ
な鳴

き
は

　
巧う

ま

く
歌う

た

え
ず
ケ
キ
ョ
と
鳴な

い
た

	
原（

小
茂
田
）　

武
久

麦む
ぎ

踏ふ

み
で
母は

は

と
並な

ら

ん
だ
思お

も

い
出で

は

　
心こ

こ
ろ

の
隅す

み

に
今い

ま

も
鮮あ

ざ

や
か小（

大
　
仏
）林

カ
ツ
子

乾い
ぬ
い
ど
お通

り
桜さ

く
ら

の
ト
ン
ネ
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お
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ぬ
け

　
皇こ

う
き
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ゅ
う
へ
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彩
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ど
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そ

う

	

福（
駒
　
衣
）島

惠
美
子

静し
づ

か
な
る
弓ゆ

み
は
り
づ
き

張
月
の
今こ

よ
い宵

に
は

　
弦つ

る
ね音
の
響ひ

び

き
聞き

こ

ゆ
る
気き

し
て

	

原（
下
児
玉
）田

　
淳
子

熊く
ま

鹿し
か

や
猪

い
の
し
し

猿さ
る

が
駆か

け
下お

り
る

　
里さ

と
や
ま山
空あ

き
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珍ち
ん
き奇
な
彼ひ

が
ん岸

	

有（
中
　
里
）馬

　
康
博

（出典：わたしたちの手話（３）
／（一財）全日本ろうあ連盟発行）

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

～う さ ぎ～

両手の小指側を両耳の上
につける

 

短
歌


